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昭島市シルバー人材センター

〒196-0015 東京都昭島市昭和町1-6-11建物2階
電話 042-544-7060　FAX 042-543-9272

	 728人	 369人	 1,097人（令和7年7月28日現在） （未回答0人）

令和7年夏季号 シルバーあきしま 2025年8月15日発行

No.190No.190

❶❷

❹ ❸❹

①栗原輝雄会長　②報告を行う石合進副会長
③司会進行の清水則雄理事　④栗原輝雄会長と総会出席の会員表彰者
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６
月
13
日（
金
）、
午
後
２
時
か
ら
第
15
回
定

時
総
会
が
F
O
S
T
E
R
ホ
ー
ル
（
昭
島
市
民

会
館
）
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

清
水
則
雄
理
事
の
司
会
に
よ
り
、
栗
原
輝
雄

会
長
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
理
念（
自
主
・
自

立
、
共
同
・
共
助
）
を
基
に
、
こ
れ
か
ら
も
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
、
楽
し
く
て
豊
か
で
や

り
が
い
を
実
感
で
き
て
、
い
つ
ま
で
も
仕
事
が

続
け
ら
れ
る
よ
り
良
い
組
織
に
皆
さ
ま
と
し
て

い
き
ま
せ
ん
か
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻

く
環
境（
事
務
所
の
移
転
、
イ
ン
ボ
イ
ス
と
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
新
法
に
よ
る
S
m
i
l
e  

t
oo  

S
m
i
l
e
）
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
る

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
高
齢
者
も
デ
ジ
タ
ル
化
に

つ
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
？

高
齢
者
は
対
面
で
物
事
を
進
め
た
方
が
良
い

の
で
は
な
い
か
。

元
気（
シ
ル
バ
ー
で
仕
事
が
で
き
る
）
で
い
る

こ
と
が
、
社
会
貢
献
で
は
な
い
か
と
も
思
っ
て

お
り
ま
す
。

最
後
に
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

来
賓
の
臼
井
伸
介
昭
島
市
長
よ
り
お
祝
い
の

あ
い
さ
つ
と
お
話（
セ
ン
タ
ー
へ
の
応
援
は
止

め
ま
せ
ん
）
と
、
市
長
の
音
頭
で
「
昭
島
大
好
き

と
昭
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
大
好
き
！
」

の
出
席
者
一
同
の
唱
和
も
あ
り
ま
し
た
。

次
に
昭
島
市
議
会
を
代
表
し
て
髙
橋　

誠
市

議
会
議
長
よ
り
お
祝
い
の
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

来
賓
予
定
の
井
上
信
治
衆
議
院
議
員
は
、
所

要
の
た
め
秘
書
の
田
中
様
よ
り
お
祝
い
の
あ
い

さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
出
席
頂
き
ま
し
た
内
山
真
吾
都
議
会
議
員

よ
り
お
祝
い
の
あ
い
さ
つ
と
お
話（
都
の
新
規

事
業
と
し
て
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
見
守

り
活
動
を
お
こ
な
っ
た
５
つ
の
セ
ン
タ
ー
に
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
高
齢
ひ
と
り
世
帯
等
サ

ポ
ー
ト
事
業
助
成
金
を
出
す
）
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

仮
議
長
の
選
出
に
進
み
、
仮
議
長
を
務
め
る

こ
と
に
な
っ
た
栗
原
輝
雄
会
長
か
ら
は
、
開
会

宣
言
と
出
席
理
事
と
監
事
の
紹
介
後
、
総
会
当

日
の
登
録
会
員
数
は
１
，
１
１
３
名
で
、
出
席
者

は
81
名
、
委
任
状
５
５
４
名
、
議
決
権
行
使
書

１
７
0
名
、
議
決
権
総
数
は
８
０
５
名
と
な
り
、

定
款
第
18
条
に
よ
り
総
会
成
立
の
定
足
数
を

満
た
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
議
長
選
出
が
あ
り
、
議
長
に
栗
原
輝
雄

会
長
を
選
任
し
議
事
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

■
報
告

（
１
）
第
１
号
報
告　

監
事
報
告
―
―
石
津
監
事

（
２
）
第
２
号
報
告　

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年

３
月
31
日
ま
で
の
事
業
報
告

総
括 

― 
栗
原
会
長

総
務
関
係
―
―
石
合
副
会
長

兼
総
務
部
会
長

事
業
関
係
―
―
田
中
事
業
部
会
長

広
報
関
係
―
―
渡
邉
広
報
委
員
長

安
全
関
係
―
―
佐
々
木
常
務
理
事

兼
安
全
管
理
委
員
長

第
15
回
定
時
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

会
員
表
彰
式

表
彰
さ
れ
た
方
は
、
地
域
班
長
が
７
名
、

永
年
会
員
が
５
名
と
セ
ン
タ
ー
の
役
員
表

彰
が
３
名
の
併
せ
て
15
名
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
全
員
出
席
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
８
名
の
出
席
が
あ
り
、
代
表
し
て
糟

谷
修
子
会
員（
地
域
班
長
表
彰　

５
年
９
箇

月
在
職
）、
福
田
久
枝
会
員（
永
年
会
員
表

彰　

平
成
16
年
４
月
１
日
入
会
）
と
石
合　

進
会
員（
役
員
表
彰　

７
期
13
年
）
に
賞
状

と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
代
表
し
て
糟
谷
修
子
会
員（
地
域

班
長
表
彰
）か
ら
謝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
議
事

（
１
）�第
１
号
議
案　

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
の
計
算
書
類
等

の
承
認
の
件�

―
―
―
―
佐
々
木
常
務
理
事

（
２
）�

第
２
号
議
案　

定
款
の
一
部（
外
部
理
事
、

外
部
監
事
等
）改
正
の
承
認
の
件

―
―
―
栗
原
会
長

（
３
）�

第
３
号
議
案　

理

事
18
名
選
任
の

件―
―
―
栗
原
会
長

■
質
疑
応
答　

発
声
な
し

議
案
が
承
認
さ
れ
、
議

長
の
閉
会
宣
言
に
よ
り

滞
り
な
く
閉
会
し
ま
し
た
。

（第15回定時総会の会場）
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会
員
表
彰
者
　
一
覧

地
域
班
長
（
地
域
班
・
班
長
在
職
期
間
）

・
早
野　
　

登	

（
拝
島
町
２
班
・
６
年
０
箇
月
）

・
中
島　

貞
子	

（
朝
日
町
３
班
・
５
年
９
箇
月
）

・
糟
谷　

修
子	

（
上
川
原
町
１
班・
５
年
９
箇
月
）

・
長
澤　

邦
雄	

（
宮
沢
町
２
班
・
５
年
９
箇
月
）

・
北
川　

正
治	

（
緑
町
２
班
・
５
年
９
箇
月
）

・
清
水　

英
男	

（
松
原
町
清
泉
班・
４
年
９
箇
月
）

・
木
村　

富
雄	

（
美
堀
町
１
班
・
４
年
６
箇
月
）

永
年
会
員
（
入
会
年
・
在
会
期
間
）

・
福
田　

久
枝

（
平
成
16
年
４
月
１
日
入
会
・
21
年
０
箇
月
）

・
小
楠　

光
雄

（
平
成
16
年
４
月
22
日
入
会
・
21
年
０
箇
月
）

・
森　

信
子

（
平
成
16
年
５
月
20
日
入
会
・
20
年
11
箇
月
）

・
宮
原　

登
志
子

（
平
成
16
年
６
月
17
日
入
会
・
20
年
10
箇
月
）

・
奥
野　

榮
機

（
平
成
17
年
１
月
20
日
入
会
・
20
年
３
箇
月
）

役
員
（
理
事
・
就
任
期
間
）

・
石
合　
　

進
（
７
期
13
年
）

・
平
塚　

利
夫
（
３
期
６
年
）

・
福
田　

久
枝
（
２
期
４
年
）

【
理
　
事
】

笹さ
さ
だ田

　
和か

ず
お夫

〈
令
和
７
年
６
月
13
日
就
任
〉

昭
和
中
学
校
地
区

【
理
　
事
】

足あ

立だ
ち

　
益ま

す

幸ゆ
き

〈
重
任
４
年
〉

瑞
雲
中
学
校
地
区

【
理
　
事
】

大だ
い
ら
く楽

　
幹み

き
お夫

〈
令
和
７
年
６
月
13
日
就
任
〉

福
島
中
学
校
地
区

【
理
　
事
】

賀か

そ

利り

　
繁し

げ

治じ

〈
重
任
２
年
〉

瑞
雲
中
学
校
地
区

【
理
　
事
】

網あ
み
の野

　
和か

ず
こ子

〈
令
和
７
年
６
月
13
日
就
任
〉

拝
島
中
学
校
地
区

【
理
　
事
】

田た

中な
か

　
昭あ

き

夫お

〈
重
任
４
年
〉

多
摩
辺
中
学
校
地
区

【
外
部
理
事
】

石い
し
ざ
か坂

　
勝か

つ
ひ
こ彦

〈
令
和
７
年
６
月
13
日
就
任
〉

地
区
な
し

【
理
　
事
】

山や
ま

田だ

　
聖せ

い

三ぞ
う

〈
重
任
２
年
〉

拝
島
中
学
校
地
区

【
役
　
職
】

氏
ふ
り
が
な

名

〈
就
任
年
数
〉

中
学
校
地
区
名

【
理
　
事
】

宇う

田だ

川が
わ

　
千ち

早は
や

〈
重
任
６
年
〉

清
泉
中
学
校
地
区

新
理
事
・
監
事
の
紹
介（
任
期
）

【
会
長
】（
代
表
理
事
）

栗く
り
は
ら原

　
輝て

る
お雄

〈
重
任
11
年
〉

昭
和
中
学
校
地
区

【
理
　
事
】

藤ふ
じ
も
り森

　
睦む

つ
お夫

〈
重
任
13
年
〉

昭
和
中
学
校
地
区

【
理
　
事
】

金か
ね
こ子

　
哲て

つ

〈
重
任
８
年
〉

瑞
雲
中
学
校
地
区

【
理
　
事
】

藤ふ
じ
は
し橋

　
忠ち

ゅ
う
ご悟

〈
重
任
８
年
〉

清
泉
中
学
校
地
区

【
副
会
長
】（代
表
理
事
）

佐さ

さ々

木き

　
省し

ょ
う
ご吾

〈
重
任
６
年
〉

清
泉
中
学
校
地
区

【
理
　
事
】

渡わ
た
な
べ邉

　
一か

ず
お男

〈
重
任
10
年
〉

清
泉
中
学
校
地
区

【
理
　
事
】

和わ

智ち

　
孝
た
か
し

〈
重
任
８
年
〉

拝
島
中
学
校
地
区

【
理
　
事
】

山や
ま

本も
と

　
晴は

る
子こ

〈
重
任
６
年
〉

福
島
中
学
校
地
区

【
常
務
理
事
】

清し

水み
ず

　
則の

り

雄お

〈
重
任
４
年
〉

拝
島
中
学
校
地
区

【
監
　
事
】

石い
し

津づ

　
照て

る

彦ひ
こ

〈
重
任
10
年
〉

拝
島
中
学
校
地
区

【
監
　
事
】

善ぜ
ん

養よ
う

寺じ

　
裕

ゆ
た
か

〈
重
任
２
年
〉

清
泉
中
学
校
地
区
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４
月
定
例
理
事
会（
４
月
28
日
）

議
決
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・
会
員
の
入
会
承
認
に
つ
い
て

　
（
男
性
23
名
、
女
性
12
名
計
35
名
）

・
役
員
就
任
予
定
者
の
選
任
に
つ
い
て

・
令
和
６
年
度
事
業
報
告（
案
）
に
つ
い
て

・
令
和
６
年
度
収
支
決
算（
案
）
に
つ
い
て

・
令
和
７
年
度
監
査
計
画
に
つ
い
て

・
第
15
回
定
時
総
会
に
提
出
す
る
議
案
に
つ
い

て
、
総
会
の
開
催
に
係
る
通
知
等
に
つ
い
て

と
被
表
彰
者
に
つ
い
て

　

な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・
会
長
、
副
会
長
及
び
常
務
理
事
の
職
務
執
行

報
告
に
つ
い
て

・
令
和
６
年
度
の
監
査
報
告
に
つ
い
て

・
総
務
部
会
よ
り
表
彰
規
定
の
改
定
に
つ
い
て
、

役
員
表
彰
で
理
事
及
び
監
事
並
び
に
地
域
班

長
の
経
験
年
数
を
「
６
年
以
上
」
か
ら
「
４
年

以
上
」
に
改
め
る
。

・
新
規
就
業「
昭
島
市
小
学
校
早
朝
の
居
場
所

づ
く
り
（
見
守
り
）
業
務
委
託
」
募
集
の
お
知

ら
せ

　

な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

５
月
定
例
理
事
会（
５
月
26
日
）

議
決
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・
会
員
の
入
会
承
認
に
つ
い
て

　
（
男
性
７
名
、
女
性
８
名
計
15
名
）

・
就
業
基
準
に
基
づ
く
再
契
約
に
つ
い
て

　
（
１
７
４
件
、
延
９
４
２
名
）

　

な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・
第
15
回
定
時
総
会
に
お
け
る
進
行
手
順
に
つ

い
て

　

な
ど
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・
事
業
部
会
よ
り
自
転
車
管
理
班
と
学
校
管
理

班
を
対
象
に
行
う
接
遇
研
修
を
例
年
２
月
に

開
催
し
て
い
た
が
、
事
務
所
の
再
移
転
時
期

な
ど
に
伴
い
前
倒
し
を
し
て
11
月
に
実
施
予

定
で
す
。

　

な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

６
月
定
例
理
事
会（
６
月
30
日
）

議
決
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・
会
員
の
入
会
承
認
に
つ
い
て

　
（
男
性
10
名
、
女
性
５
名
計
15
名
）

・
就
業
基
準
に
基
づ
く
再
契
約
に
つ
い
て

　
（
９
件
、
延
14
名
）

　

な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・
パ
ソ
コ
ン
講
師
会
よ
り
新
班
長
と
副
班
長
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
班
長　

和
嶋
、
新
副
班
長　

飯
田

　

な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

理
事
会
だ
よ
り

理
事
会
だ
よ
り

拝
島
第
一
小
学
校
編

拝
島
町　

石
川　

勝
司

私
が
活
動
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
、
孫
が
小

学
校
に
通
っ
て
い
た
こ

と
に
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
安
心

安
全
に
登
下
校
で
き
る
よ
う
に
と
、
願
う
気
持
ち

か
ら
自
然
と
地
域
の
安
全
活
動
に
関
心
を
持
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

孫
は
小
学
校
、中
学
校
ま
で
拝
島
地
区
で
育
ち
、

そ
の
後
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。

会
員
の
日
頃
の
活
動
は
、
朝
の
登
校
時
に
信

号
の
な
い
交
差
点
で
の
安
全
見
守
り
、
下
校
時

は
小
学
校
か
ら
拝
島
団
地
間
の
通
学
路
を
自
転

車
で
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
管
理
に
携
わ
る
会
員
も
通
学
路

の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
で
の
活
動
は
学
校
周
辺
の
通
学
路
パ

ト
ロ
ー
ル
で
、
個
人
で
の
活
動
は
就
業
、
買
い
物
、

散
歩
等
に
行
く
と
き
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で
す
。

会
員
全
体
で
チ
ー
ム
と
個
人
を
合
わ
せ
て
月

平
均
50
回
ほ
ど
活
動
し
て
い
ま
す
。

パ
ト
ロ
ー
ル
時
の
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
あ

い
さ
つ
や
笑
顔
に
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
り
な
が
ら
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
パ
ト
ロ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
励
み
た
い
で
す
。

パ
ト
ロ
ー
ル
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
報
告

2025年8月15日発行シルバーあきしま
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熱
中
症
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

夏
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。
環
境
面
や
体
力
面
か
ら
熱
中
症

予
防
対
策
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
特
に
屋
外
作
業
時
は
、
会

員
同
士
お
互
い
に
気
を
配
り
、
安
全
に
就
業
し
ま
し
ょ
う
！

熱
中
症
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

◇
睡
眠
を
し
っ
か
り
と
る
。
１
日
３
食
必
ず
と
る
。

◇�

こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
す
る
。
大
量
に
汗
を
か
く
場
合
は
、

先
に
飲
む
。

◇
作
業
場
所
の
風
通
し
に
配
慮
す
る
。

◇
日
陰
な
ど
の
涼
し
い
場
所
で
休
憩
を
十
分
に
と
る
。

◇
体
調
が
悪
い
時
は
無
理
を
せ
ず
、
休
む
。

昭
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
令
和
７
年
度
安
全
就
業

標
語
及
び
東
京
し
ご
と
財
団
令
和
８
年
度
安
全
就
業
標
語
の

募
集

◇
昭
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

　

令
和
７
年
度
安
全
就
業
標
語
…

「
体
力
の
維
持
・
増
進
に
つ
い
て
」

◇
東
京
し
ご
と
財
団
安
全
就
業
標
語
…

「
転
倒
予
防
と
健
康
管
理
」

◇
締
切
日
…
令
和
７
年
８
月
22
日
（
金
）

◇�

申
込
方
法
…
一
人
３
作
品
ま
で
、
所
定
の
応
募
用
紙
（
本

誌
に
同
封
）に
記
入
し
て
事
務
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
F
A
X
可　

0
4
2
（
5
4
3
）
9
2
7
2
）

　

な
お
、
当
セ
ン
タ
ー
の
安
全
就
業
標
語
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
さ
れ
た
方
の
標
語
は
、
の
ぼ
り
旗
を
作
成
し
、
当
セ
ン
タ
ー

内
に
掲
げ
ま
す
。
ま
た
、
応
募
者
全
員
に
記
念
品
を
差
し
上

げ
ま
す
。

今
後
の
予
定

安
全
管
理
委
員
会
で
は
、安
全
就
業
推
進
大
会
（
10
月
）
、

交
通
安
全
講
習
会
（
11
月
）
の
開
催
計
画
を
立
て
て
お
り
、

体
力
測
定
も
行
う
予
定
で
す
。
多
く
の
会
員
に
参
加
い
た
だ

き
、
安
全
や
ご
自
身
の
体
力
に
つ
い
て
、
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。
今
後
も
安
全
に
つ
い
て
の
情
報
を
チ
ラ

シ
や
会
報
で
発
信
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 安

全
管
理
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

令和 6年度 傷害・賠償事故例

傷
害
事
故

No. 発生月 性別 年齢 事故型 事故の状況 部位 対策

1 4月 女 72 転倒

就業先に自転車で向かう際、車道の自転車走行レーンを
走行していたが正面から自転車が向かってきたため避け
るため歩道にあがろうとしたところ、段差を上りきれず
左側に転倒してしまった。結果、左膝、左肩、左腕に打
撲及び擦り傷を負ってしまった。

左膝
左肩
左腕

歩道にあがる際、自
転車から降りるこ
と。

2 4月 女 78 転倒
屋内外清掃中、外回りの清掃に取り掛かろうとしたとこ
ろ路面の段差につまづき転倒。結果左手の人差し指の骨
折を負った。

左手 路面の状態を良く確
認すること。

3 7月 男 68 転倒
荒天の中、早朝配布のため自転車に配布物を乗せて自宅
敷地内でペダルに足をかけた際、ペダルを踏み外して右
側に転倒した。結果、右手首骨折、右大結節骨折、右恥
骨骨折、捻挫、打撲との診断を受けた。

右手首
右大結節
右恥骨

路面の状態を良く確
認すること。

4 7月 女 70 転倒
植木の手入れ中、シートが重なっているところに足を
引っかけてしまい、後方に転倒してしまった。転倒した
際に右手をつき痛めてしまった。結果、右手首の骨折を
負った。

右手首 作業場所の安全確認
をする。

5 1月 男 78 転落
学校管理業務にて校舎内見回り中に階段を踏み外し滑落
し、右手首剥離骨折　左大腿部および右顔面眼窩打撲の
けがを負った

右手首
左大腿部
顔面

不安全な場所での作
業を注意して行う。

6 2月 女 63 転倒
広報配布エリアから自宅に戻るため、交差点の横断歩道
を渡っている最中に、乗用車にはねられ、複数箇所を強
打した。

頭部
頸部
左足等

ー

7 3月 男 80 転倒 就業終わり際、現場マンション下り階段残り２段を踏み
外し腰を強打した。 腰部 足元を注意。

賠
償
事
故

No. 発生月 性別 年齢 事故型 事故の状況 被害品 対応

1 1月 男 75 器物損壊 植木手入れ作業での脚立を運搬中に家屋玄関部の雨どい
に接触させ破損させてしまった。 雨どい

令和7年3月示談

35,300円

令和7年夏季号 シルバーあきしま
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つ
つ
じ
が
丘　

富
岡　

美
智
代

昭
島
市
で

「
朝
の
小
１
の

壁
」
対
策
と
し

て
12
校
中
６
つ

の
小
学
校
で
、

早
朝
見
守
り
業

務
が
始
ま
り
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
、各
校
２
名
ず
つ「
見

守
り
要
員
」
と
し
て
従
事
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

「
就
業
す
る
事
に
な
っ
た
小
学
校
」
は
、
雨
天
で

な
け
れ
ば
遊
具
の
あ
る
場
所
と
校
庭
で
の
見
守
り
と

な
り
ま
す
。
遊
具
の
あ
る
場
所
は
、
子
ど
も
た
ち
が

自
由
に
遊
べ
る
場
所
で
す
。

こ
の
学
校
の
校
長
先
生
は
、
現い

ま在
の
子
ど
も
た
ち

に
「
遊
び
を
取
り
戻
し
て
あ
げ
た
い
」
と
い
う
思
い

を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
。

遊
具
の
あ
る
場
所
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
考

え
工
夫
し
て
遊
ぶ
、
そ
ん
な
思
い
に
溢
れ
た
場
所
で

す
。見

守
り
の
就
業
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
学
校
の
校

長
先
生
の
思
い
に
ほ
ん
の
少
し
で
も
近
づ
け
る
よ
う

な
見
守
り
に
な
れ
ば
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

見
守
り
業
務
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
一
緒
に

働
き
ま
せ
ん
か
。

宮
沢
町　

長
澤　

邦
雄

就
業
場
所
は
、
以
前
の
「
あ
い
ぽ
っ
く
」
か
ら
、

ア
キ
シ
マ
エ
ン
シ
ス
に
変
わ
り
ま
し
た
。

業
務
は
、
乳
幼
児
健
診
に
来
場
さ
れ
た
ご
家
族
の

会
場
案
内
で
す
。
こ
れ
に
関
す
る
就
業
時
間
は
毎
月

水
曜
日
と
金
曜
日
の
各
２
回
４
日
間
の
就
業
で
す
。

入
口
案
内
（
ア
キ
シ
マ
エ
ン
シ
ス
校
舎
棟
１
階
）

と
、
会
場
（
校
舎
棟
３
階
会
議
室
）
へ
の
エ
レ
ベ
ー

タ
案
内
な
ど
計
２
名
で
行
っ
て
い
ま
す
。

１
時
間
毎
に
交
代
し
、
２
時
間
立
っ
た
ま
ま
で
す

が
、
元
気
で
あ
れ
ば
問
題
が
な
く
対
応
で
き
る
業
務

だ
と
思
い
ま
す
。

業
務
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
一
緒
に
働
き
ま

せ
ん
か
。

就
業
体
験
記
①

就
業
体
験
記
①

昭
島
市
立
小
学
校
早
朝
見
守
り
業
務

就
業
体
験
記
②

就
業
体
験
記
②

健
診
実
施
時
に
お
け
る

昭
島
市
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
会
場
案
内
業
務

第
15
回
「
昭
島
シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
祭
り
」

中
止
の
お
知
ら
せ

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
既
に
ご
案
内
の
と
お
り
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
は
、
本
年
末

の
完
成
を
目
指
し
て
建
て
替
え
工
事
中
で
、
現
在

事
務
所
は
昭
和
町
の
仮
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
年
度
の
第
15
回
「
昭
島
シ

ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

第
29
回
「
会
員
作
品
展
示
会
」
中
止
の
お
知
ら
せ

今
年
も
展
示
会
を
楽
し
み
に
、
作
品
を
制
作

頂
い
て
い
る
会
員
の
方
に
は
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

が
、仮
事
務
所
の
た
め
中
止
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

令
和
８
年
度
は
、
新
し
い
事
務
所
に
戻
っ
て
来

て
開
催
で
き
る
（
事
務
所
の
広
さ
に
よ
っ
て
は
無

理
か
？
）
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
ょ
う
。

ど
う
ぞ
作
品
は
ス
ト
ッ
ク
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

「
就
業
相
談
の
日
」
の
ご
案
内

毎
月
第
一
火
曜
日
午
前
9
時
30
分
か
ら
２
時
間

程
度
セ
ン
タ
ー
２
階
事
務
所
に
て
、
担
当
理
事
２

名
で
お
仕
事
探
し
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

お
仕
事
を
お
探
し
の
方
、
ぜ
ひ
、
足
を
運
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

2025年8月15日発行シルバーあきしま
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令
和
７
年
２
月
1
日
付

で
昭
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
職
員
と
な
り

ま
し
た
「
藤
井　

佳
宏
」

と
申
し
ま
す
。出
身
は
東
京
都
東
大
和
市
で
、

現
在
は
八
王
子
市
在
住
で
す
。
前
職
は
、
他

市
商
工
会
職
員
と
し
て
地
域
事
業
者
の
経
営

支
援
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
活

か
し
て
会
員
の
み
な
さ
ま
の
生
活
を
豊
か
に

す
る
お
手
伝
い
が
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
貢
献
出

来
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指

導
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

書
面
で
の
「
就
業
案
内
等
」
の
お

渡
し
を
廃
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
お
手
数
を
お
か
け
す
る
点
が
あ
る

か
と
存
じ
ま
す
が
、
ご
理
解
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後

は
、
就
業
案
内
の
よ
う
な
情
報
を
各
仕

事
の
担
当
者
か
ら
「
S
m
i
l
e 

t
o 

S
m
i
l
e
」
に
て
定
期
発
信
を
「
毎

月
20
日
」
に
し
て
い
き
ま
す
。
暦
上
（
土

日
祝
休
み
）
に
よ
り
発
信
日
が
ず
れ
る

こ
と
や
、
仕
事
に
欠
員
が
な
い
と
発
信

が
な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
予
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
だ
ご
登
録
を
さ

れ
て
い
な
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
ら
、
ご
登
録
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

会
員
の
皆
さ
ん
W
e
b
サ
イ
ト

「
S
m
i
l
e 

t
o 

S
m
i
l
e
」
へ

の
登
録
は
当
セ
ン
タ
ー
全
体
で
約
60
％

を
超
え
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
で
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
素

晴
ら
し
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
、パ
ソ
コ
ン
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
の
パ
ス
ワ
ー
ド
を
皆
さ
ん
が
ど
の

よ
う
に
管
理
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い

て
触
れ
て
み
よ
う
か
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
パ
ソ
コ
ン
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、銀
行
口
座
、

各
種
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
各
種
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
等
で
数
十
種
類
使
っ
て
い

ま
す
。
従
っ
て
、
紙
に
記
録
し
て
い
ま

す
（
と
て
も
覚
え
ら
れ
ま
せ
ん
）。

最
近
は
、
パ
ス
ワ
ー
ド
に
代
わ
っ
て

パ
ス
キ
ー
（
顔
認
証
と
か
指
紋
認
証
）

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
顔
認
証
な
ら
良
い
が
指
紋

認
証
が
、
我
々
の
年
だ
と
指
紋
が
無
く

な
っ
て
き
て
使
え
な
い
状
況
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
の
時
代
に
超
ア
ナ
ロ
グ
的

で
す
が
、
紙
に
記
録
し
て
の
管
理
を
皆

さ
ん
に
も
お
勧
め
し
ま
す
。渡

邉　

一
男

「就業相談の日」「「就業相談の日就業相談の日」」
毎月第1火曜日
◇9：30～11：30 
 センター事務所 2階
※担当理事が相談をお受けします

新
任
職
員
の
自
己
紹
介

書
面
で
の「
就
業
案
内
等
」の
お
渡
し
の

廃
止
＆「
Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ 

ｔ
ｏ 

Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
」

に
て
定
期
発
信
開
始
の
お
知
ら
せ

福田　武　遺作

定
時
総
会
終
了
後
、
臨
時
理

事
会
が
行
わ
れ
、栗
原
輝
雄
会
長
、

佐
々
木
省
吾
副
会
長
、
清
水
則
雄

常
務
理
事
の
新
三
役
が
決
定
し
た
。

４
月
１
日
時
点
で
令
和
７
年
度
の

年
度
会
費
等
（
２
８
０
０
円
）
が
発

生
し
て
お
り
ま
す
。

４
月
、
５
月
で
就
業
し
て
い
る
方
は

配
分
金
か
ら
控
除
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

配
分
金
か
ら
控
除
が
で
き
て
い
な
い
方

や
、
就
業
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
年
度

会
費
等
を
ま
だ
納
め
て
い
な
い
方
は
、

郵
送
で
お
届
け
し
た
「
年
度
会
費
払
込

依
頼
書
」
に
基
づ
き
納
入
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
や
事
務
局
の
窓
口
で
簡
単

に
納
入
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新　三　役 まだ年度会費等を
納めていない方へ

左から佐々木副会長、
栗原会長、清水常務理事
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体力の維持・増進について体力の維持・増進について令和７年度安全就業標語のテーマ

「安全就業標語」の募集

●締 切 日 　令和7年8月22日（金）
●申込方法　一人３作品まで、所定の応募用紙に記入して事務局へ提出してください。

令和7年夏季号 2025年8月15日発行シルバーあきしま

新入会員募集中!!
ご紹介いただいた会員の方に粗品をプレゼント
入会者をご紹介ください。入会受付時に紹介された会員の氏名を書いて

いただきますので、必ずご記入するようにお伝えください。

臼井市長 髙橋市議会議長

栗原輝雄会長より表彰中 拍手もあった総会

理事総出（新理事等も含む） 総会来場者粗品受付

調理実習① 調理実習②


